
　去る平成31年 3 月30日（土）31日（日）に、地元深川観光協会のイベントである「お江戸深川さくらま

つり」の一環として、「The深川Wood Fes」を開催しました。このイベントを主催したのは、かつては材

木屋が立ち並び、活況を呈していた木場の文化を継承していくため、木材業を営む者が中心になって集

まった「旧木場プロジェクト」のメンバーです。

　地元深川で木のイベントを開催し、木のすばらしさを知ってもらうだけではなく、木を楽しんでもら

うことにより「木の街　深川」を木で盛り上げて“町おこし”をしていく企画です。「日常生活の中でどの

ように木を楽しんでもらおうか」ということが当初からの我々のテーマでした。そこでイベントのキャッ

チコピーを「木と暮らす、木を楽しむ」として、木の日用品や玩具などを展示販売するだけではなく、ワー

クショップで木を楽しんだり、ジャングルジムや迷路など木の遊具で遊んだり、「モノとコト」の両方で

木を楽しむことのできるイベントを作りあげていきました。11社の出展があり、各社得意分野の商品や

サービスが並びました。「組み立てる」、「削る」、「デザインする」、「塗る」、「混ぜる」などたくさんの楽

しいアクティビティにより本物の木の温もりに触れてもらいます。そして、各社にお願いしたのは“地

域のつながり”です。木場には山や森はないので、みなさん山や森のある地域とつながってお仕事をし

ています。1社 1地域の“つながり”ということで産地のアピールをしてもらったり地域の特産品を販売

してもらったりと「都市と森林のつながり」も大事なテーマとして出展してもらいました。一條ランバー

さんとつながりのあった秩父市からは市役所の方々にきていただき秩父産の木製品だけではなく、お菓

子やお漬物なども一緒に販売し 2日間で完売しました。他にも地元の飲食店から 8つの出店があった飲

食ブースも大いに盛り上がりました。特に「The深川Wood Fes」でしか食べることができないオリジナ

ルスペシャルフード三幸林産さんプレゼンツ「もんじゃスティック」は大好評で連日完売でした。さらに、

木のスポーツ「KUBB（クッブ）」は、3月30日の体験会に続いて、3月31日はトーナメント大会を実施。

16チーム68名が競い合う熱い戦いとなりました。大会スポンサーの深川伊勢屋より「深川ロマン」と「も

んなか（最中）」が参加賞、優勝賞品として提供され大会は盛況のまま無事に終了しました。実は「KUBB

（クッブ）」は林野庁でもひそかに流行っているスポーツです。今回も林野庁から多くの方が大会に参加

し、同時に「The深川Wood Fes」も楽しんでいただきました。

　3月30日イベント当日は朝 6時から設営をスタート。このイベントのために用意した「木の屋台」や木

製遊具をメンバー皆で準備して、スタッフ全員でユニフォームとなるおそろいの前掛けと木の名札を着

けて11時のイベント開催時間を迎えました。土曜日は曇りで気温も低く、お客様の客足が心配されまし

たが、開催と同時に多くのお客様がいらっしゃいました。3月31日は、快晴で気温も上昇し満開のお花

見日和となりお客様も前日の倍以上と大変にぎわいました。全体を通して、来場者の多くが家族連れや

若いグループなどこれからの時代に木をもっと使ってもらいたい層の方々でした。深川公園に常設され
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ている鉄やプラスチックの遊具よりも木のジャングルジムや大型囲碁盤、大型迷路で遊ぶ子供たちが多

く、「木の力」を感じた 2日間でした。

　飲食屋台も含めて多くの出展会社が商品完売となり大成功の内に終わった「The深川Wood Fes」。来

年も地元を盛り上げ、木のすばらしさを伝えていくために継続していきたいと考えています。また、旧

木場プロジェクトとしては、深川以外の地域で行われるイベントにも積極的に参加して、「木と暮らす、

木を楽しむ」という深川独自の木の文化を多くの場所で発信していきたいと考えています。

＜旧木場プロジェクトメンバー（50音順）＞

秋川木材株式会社、一條ランバー株式会社、株式会社竹中工務店、株式会社長谷川萬治商店、

株式会社もくもくサンワ、協和木材産業株式会社、三幸林産株式会社、JKホールディングス株式会社、

東京ベニヤ株式会社、野原住環境株式会社、細田木材工業株式会社、安政木材株式会社、山貞合名会社
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